
⽵原郷⼟史研究会
国定忠治が残した北信濃の痕跡
国定忠治1810年⽣まれ、間の川⼜五郎1815年⽣まれ、清⽔次郎⻑1820年

⽣まれ。5歳づつですね！



















































































間ノ川⼜五郎は上州⽣まれで、旅暮らしの結果、信州⻑野
中野村（現在の信州中野市）に⼀家を構えた。幕末の博徒
では清⽔次郎⻑、⿊駒勝蔵、⼤前⽥英五郎、天保⽔滸伝の
笹川繁蔵などが有名である。間ノ川⼜五郎もそれらと⽐し
ても遜⾊のない博徒である。その勢⼒範囲は、「善光寺
平」⼀帯を中⼼に、東は関⼋州、⻄は美濃中⼭道、南は東
海道に及び、⼦分⾝内三千⼈と⾔われた⼤親分である。信
州中野で起きた百姓⼀揆である中野騒動において、関係者
捕縛の仕事を⾏い、その功が認められ、中野県庁、その後、
⻑野県庁の正式職員となった。そして明治８年１２⽉に６
２歳で⽣涯をとじた。間ノ川⼜五郎（佐⼭忠輝）の屋敷跡
（信州中野市の隣り⼭ノ内町）に記念碑があります。












